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１．研究計画の概要 

本研究の主目的は、美術家の創作プロ
セスに関する心理学的検討を通じ、芸
術創造の認知モデルを構築することで
ある。美術創作プロセスの解明は、こ
れまで科学的な検討がほとんど行われ
ていなかった。そのため、その実証的
な検討は、学術的にも教育的にも大き
な意義を持っていると思われる。本研
究プロジェクトでは、そのような目的
の達成のために、絵画や立体、写真な
どのメディアを用いて創作活動を行っ
ている現代美術家を対象に、インタビ
ューや心理実験などの多様な手法を組
み合わせる「マルチメソッド」を用い
て、研究を行っている。  
 
２．研究の進捗状況 

これまで現代美術家を対象にインタビ
ュー、美術創作プロセスのビデオ記録、
眼球運動データの収集等を行った。  
 

３．現在までの達成度 

この研究は現在も継続中であるため、
まだ明確な結論は出ていないが、イン
タビューデータに関する現在の段階で
の分析では、若手の創作活動の変遷の
仕方は、熟達者の創作活動の変遷の仕
方と大枠では一致しているものの、熟
達化プロセスの細部においては異なる
パタンを取る可能性があることが示唆
されている。この特徴は、現代美術の
時代背景や美術系大学のカリキュラム
の変化などに基づくコホートの効果を
示唆している可能性がある。また、創
作活動中の眼球運動データは熟達した

美術家を対象に行い、現在の段階の分
析では、描画のプロセスには質的に異
なる 3 つのフェイズがあることが示唆
されている。  
研究成果の一部は後述の英文論文や著
作、講演、シンポジウム、美術展覧会
等で発表された。  
 

４．今後の研究の推進方策 
研究プロジェクトは継続中であり、今
年度も美術家や学生を対象にデータを
収集し、分析を行う予定である。さら
には、本研究プロジェクトの知見に基
づき、美術家養成のための創造性支援
に関して提案を行う予定である。  
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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